
 

 

 

１１月を振り返って・・・ 

なかよし旬間 １０月２７日（月）～１１月７日（金） 

 今年度２回目のなかよし旬間がありました。 

今回も１回目に引き続き、「わたしもあなたもステキ ～自分も相手

も大切にできる人になろう～」というテーマで、日常を振り返ったり、

授業で考えたりしました。 

また、今まで以上に校内の友だちのことを知ったり仲良くなったり

できるような活動として、今回は「姉妹学級トークタイム」がありま

した。ひとりひとりが、自分の長所・短所を振り返り、自己理解を深

めたところで、それを姉妹学級ごとつくった４人程度の小グループの

場で発表。それについて、良いところを認めたり、「もっとこうするといいよ」などのアド

バイスを送ったり、話し合う活動を行いました。自分が長所だと考えることについて、「〇

〇できるのはすごいと思います。」「優しくできるところがいいと思う。」など、友だちに認

めてもらうと、みんなとても嬉しそうでした。そして、自分が短所と考えることでも、責め

られることなく温かく前向きな言葉でアドバイスを伝えてもらうと、思わず笑顔になってし

まう、そんな様子も見られました。 

なかよし旬間中だけでなく、いつでも、自分のことも相手のこと

も大切にできるために、相手のことをよく理解し、相手の気持ちを

察して声をかけることができる人に育ってほしいと願っています。 

相談週間 11 月１７日（月）～２１日（金） 

なかよし旬間のあとには、今年度２回目の相談週間もありました。子どもの心のよりどこ

ろを増やし、学校がより安心できる環境になることを願い、昨年から始まった、学級担任以

外の先生と話すことができる時間を設けての相談週間です。 

一人４分程度の短い時間ですが、この時間は問題を解決することだけに限らず、今回の相

談をきっかけにして、悩みを抱えたときに相談できる先生を増やすことがこの取り組みのね

らいです。学級担任はもちろんですが、学校内に今以上に相談相手が増えることが、子ども

の安心感につながることを願います。多くの教職員の目で子どもたちを見守りながら、子ど

ものＳＯＳをいち早くキャッチすることで、いじめ見逃しをなくし、不登校の未然防止に努

めていきます。  

 

２学期学年行事の様子から 

 

 

 

２０２５．１２．２ 

永明小学校だより 

Ｎｏ．７ 

（文責：松倉） 

１１月末は、インフルエンザや発熱の症状で学校を欠席するお子さんが増え、学級閉鎖になった学年も

ありました。これから益々寒さも進みます。ご家庭でも手洗い、うがい、換気など、基本の感染予防対策に

努め、体調良く過ごせますよう、お子様の体調管理をお願いいたします。また、体調が悪い時には早め

に体を休め、無理して登校することのないよう、朝のご家庭での健康観察もよろしくお願いいたします。 

 

回覧 



２学期は、ここまで各学年で様々な校外学習がありました。紹介します。 
〇１年生 9/22 永明寺山遠足         〇２年生 9/26乗り物遠足 

    

 

 

 

〇３年生 11/7 諏訪めぐり        

 

〇４年生 11/7,12,17 坂本養川せぎ見学（学級ごと）  〇５年生 10/28 永明寺山 植樹体験     

 

 

 

 

〇６年生 11/11,12  東京・鎌倉 修学旅行 

          

      

 

                            

永明寺山ふれあいの森を創る会の皆様と一緒に、永
明寺山に遠足に行きました。公園では、米沢小の１年
生と交流を楽しみ、一緒にお弁当を食べました。 

茅野駅と上諏訪駅で、自分で切符を買って電車
に乗りました。諏訪湖でスターマイン号に乗
船したり、高島城を見学したりしました。 

永明寺山で米沢小の５年生と合流し、一緒に楓の木
を植樹しました。植えた木がやがて大きくなり、秋に
紅葉して、素敵な景色になったら嬉しいです。 

午前は諏訪大社上社、テンホウフーズフーズを見学しました。諏訪湖足湯周辺でお弁当を食べ、午後
は岡谷蚕糸博物館を見学しました。諏訪地域の歴史や産業の一部に触れ、初めて知ったことがたくさ
んありました。バスに乗って出かける見学では、グループ行動や係活動も頑張りました。 

国会議事堂、スカイツリーの見学。浅草でのもの
づくり体験、ホテルでの食事や生活。鎌倉での班
別行動、そしておみやげの買い物。お互いを思い
やりながら、やるべきことはきちんとやり、楽しむと
ころはしっかり楽しみ、あっという間の２日間でし
た。天候にも恵まれ、最高の思い出ができました。 
 

江戸時代に農業用水を確保するために力を尽くした坂
本養川のせぎをたどって、見学に出かけました。何度も
繰り返し願い出て作られたせぎ。水の取り入れ口は整
備され、今も大切に使われていることを知りました。 


